２００６年１２月の訪問者数動向について
概要
１２月の訪問者総数は、前年同月に比べて３０.４％と大幅に増加し、合計１９,５８２人であった。１月～１２月までの累計では、１１５,８８２人を記録し、前年の１０１,８０７人に比べて１３.８％の増加となった。
訪問目的
すべての目的分野が前年同月比でプラスとなり、特に「スポーツ」目的の訪問は、３１０人の増加で、６８８.９％の伸び率と際立っている。一方、「親戚・知人訪問」は、２４.６％の増加で、合計１０,１２０人、全体に占める割合は５２％で最も大きい。また、全体の３０％を占める「観光」目的では、２０.３％、１,０００人

の増加が見られた。その他、「商用」での訪問も１８５.１％、１,１５６人の大幅な増加があった。
マーケット

訪問者数の最も多いマーケットは、全体の４１％の割合を占めるニュージーランドで、前年同月比で２１.１％増え、合計７,９５３人であった。続いて、２３％の割合を占めるアメリカンサモアの４,５３５人、２２％を占めるオーストラリアの４,３７６人となるが、オーストラリアの伸びは３８.５％で、１,２１７人の増加があった。また、全体に占める割合は６％と低いが、アメリカからの訪問者も増加傾向にあり、前年同月比で６２.８％増えている。ベネルクスからの訪問者が６.７％のマイナスとなった以外は、すべての国からの訪問者数がプラスとなっており、太平洋島嶼国が１４３％、クック諸島が１０５.９％、フィジーが７１.６％、カナダが６８.８％の増加となっている。なお、日本人訪問者は、合計７２人で、前年同月比、１６.１％のプラスとなった。

訪問者のプロフィール
性別ごとの訪問者数は、男性が５１％、女性が４９％の割合となっており、年齢別では、２５歳～４４歳の割合が２９％と最も多く、２２.３％の増加があった。続いて４５歳～６４歳の層が２４％を占めており、２１.９％増えている。なお、１４歳以下の訪問者は、前年同月比で４７％の増加があり、引き続きファミリーでの訪問が多いことを示している。
航空会社
利用航空会社別では、ニュージーランド航空とポリネシアンブルー航空がそれぞれ３２％、３０％の割合を占めており、２つを合わせると全体の６２％の割合となっている。また、ニュージーランドからの訪問者は、ニュージーランド航空とポリネシアンブルー航空の利用度が高く、オーストラリアからの訪問者は、ポリネシアンブルー航空の利用が最も多い。
空路による入国が、全体の９７％を占め、総数で１８,９３０人であった。一方、海路からの入国者数は、３％にあたる６５２人であった。
観光収入
１２月の観光産業からの収入は、前年同月の３,０８０万タラと比べて４２.５％増加し、４,３９０万タラと見込まれている。２００６年全体では、２億４,８９０万タラとなり、２００５年の２億０,７８０万タラに比べ、１９.８％の増加となる。
